
別紙様式４号（第６の４及び第７の３関係）

　１　融資主体支援タイプ・被災農業者支援タイプ用
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1
青森
市

女鹿
沢

中間
農業
地域

青森
市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標0.0％

事業関連取組目標100.0％
1 1 100.0% - - 1 0 0.0% 1 1 100.0% - - - - - - - -

　「付加価値額の拡大」及び　「経営面積の拡大」については、目標年度よりも
前倒しで達成しており、引き続き、更なる経営発展に向けて、栽培技術の指導・
支援のほか、農地中間管理事業の活用促進等により面積拡大を支援していく。
　「経営コストの縮減」については、関係機関と連携して経営コストの縮減や規
模拡大等を促し、目標年度までに目標を達成できるよう支援していく。

2
青森
市

野沢
平地
農業
地域

青森
市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標0.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標0.0％
1 0 0.0% - - 1 1 100.0% 1 0 0.0% - - - - - - - -

　　「付加価値額の拡大」については、関係機関と連携して更なる経営コストの
縮減のほか規模拡大等を促し、目標年度までに目標を達成できるよう支援して
いく。
　「経営コストの縮減」については、目標年度よりも前倒しで達成しており、一層
の縮減の検討も含め取組を支援していく。
　「経営面積の拡大」については、農地中間管理事業の活用促進等により目標
年度までに目標達成できるよう支援していく。

3
黒石
市

六郷
地区

平地
農業
地域

黒石
市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標0％

事業関連取組目標100.0％
1 1 100.0% - - 1 0 0.0% 1 1 100.0% - - - - - - - -

・米の販売及び作業受託による収入が増加し、それに伴う人件費の増加によ
り、事業実施1年目において「付加価値額の拡大」の成果目標を達成したほか、
作業受託面積を大幅に増加したことで「経営面積の拡大」の成果目標も達成で
きた。
・しかし、物価高騰等の影響は大きく、「経営コストの縮減」については目標達成
できなかった。
・今後は人件費を除くコストの縮減を図るため、経営における費用面の見直しを
行うよう、関係機関と連携して取り組む必要がある。

4
藤崎
町

藤崎
中央

平地
農業
地域

藤崎
町

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標0.0％
選択目標0.0％

事業関連取組目標0.0％
1 0 0.0% 1 0 0.0% 1 0 0.0% 0 0 -

・昨年夏の高温の影響でりんごの品質低下により売上が伸びず、物価
高騰等の影響で生産コストが増加したことにより、「付加価値額を拡
大」「経営コストの縮減」は目標未達であったことから、関係機関による
生産及び経営管理について指導する。
・「経営面積の拡大」についても目標を達成していないので、農地中間
管理機構等の活用を促し、市町村を通じて支援を実施する。

5
藤崎
町

常盤
平地
農業
地域

藤崎
町

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標0.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標50.0％
1 0 0.0% 1 1 100.0% 1 0 0.0% 1 1 100.0%

・昨年夏の高温の影響で米の品質が低下し、物価高騰等の影響で生
産コストが増加したことから「付加価値額の拡大」は目標未達となった。
・「経営面積の拡大」については1年目の目標の半分にとどまり、「有機
JAS面積の拡大」は目標の8割達成となったが、 「農産物の価値向上」
は目標を達成しており、今後の経営努力と生産管理を改善すること
で、すべての目標は達成可能と思われる。
・今後は、経営指導等を受け、所得の向上とコスト削減を実行できるよ
う、関係機関と連携して支援していく。
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ウ　有機ＪＡＳ
認証面積の拡大

ア　生産・加
工・販売の一体

化

イ　異分野の事
業者との連携

都道府県の評価

評価所見

経営体 農業支援サービス事業体

１年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額の
拡大

②農産物の価値
向上

③単位面積当た
り収量の増加

④経営コストの
縮減

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体支
援タイプ

Ⅰ-2 融資主体支
援タイプのうち先
進的農業経営確立

支援タイプ

Ⅲ 被災農業者支
援タイプ

地区の成果目標

①農作業受託面
積の拡大

②受託可能な農
作業の種類

⑤経営面積の拡
大

⑥労働時間の短
縮

⑦経営管理の高度化 ⑧他産業との連携

ア　農業経営の
法人化

イ　青色申告の
実施



備
考

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

計
画

実
績

達成状
況

（％）

ウ　有機ＪＡＳ
認証面積の拡大

ア　生産・加
工・販売の一体

化

イ　異分野の事
業者との連携

都道府県の評価

評価所見

経営体 農業支援サービス事業体

１年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額の
拡大

②農産物の価値
向上

③単位面積当た
り収量の増加

④経営コストの
縮減

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体支
援タイプ

Ⅰ-2 融資主体支
援タイプのうち先
進的農業経営確立

支援タイプ

Ⅲ 被災農業者支
援タイプ

地区の成果目標

①農作業受託面
積の拡大

②受託可能な農
作業の種類

⑤経営面積の拡
大

⑥労働時間の短
縮

⑦経営管理の高度化 ⑧他産業との連携

ア　農業経営の
法人化

イ　青色申告の
実施

6
田舎
館村

北
平地
農業
地域

田舎
館村

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標0.0％
選択目標0.0％

事業関連取組目標100.0％
1 0 0.0% - 1 0 0.0% - 1 1 100.0% - - - - - - - -

・昨年夏の猛暑による品質及び収量が低下したことに加えて、物価高
騰等の影響で生産コストが増加したことから、「付加価値額の拡大」及
び「単位面積あたりの収量の増加」については目標を達成することが
できなかった。
・「経営面積の拡大」については、1年目の目標を達成することができ
た。
・今後は、生産管理について県の農業普及担当者や農協等から指
導・助言を受けながら、経営全体を見直すことで生産コストの縮減に取
り組むことが必要である。

7
八戸
市

島守
中間
農業
地域

八戸
市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標－
1 1 100.0% 1 1 100.0% - - 0 0 - 0 0 - - - - -

　今後は、関係機関と連携して、面積拡大に向け、農地中間管理機構
の活用等の経営指導を行う。

　今後は、普及指導員や農協による生産量の増大に向けた栽培技術指
導、経営指導を行う。

　今後は、関係機関と連携して、農地中間管理機構の活用等による面積
拡大、普及指導員や農協による省力化・コスト削減及び生産量の増大に
向けた栽培技術指導、経営指導を行う。

　今後は、関係機関と連携して、面積拡大に向け、農地中間管理機構の
活用等の経営指導を行う。

10
五所
川原
市

金木
南

平地
農業
地域

五所
川原
市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須項目－
選択目標－

事業関連取組目標　－
0 0 - - - 0 0 - 0 0 - 0 0 - - - - - - - -

関係機関と連携しながら計画達成に向けて、収量・品質向上に結びつくような
栽培技術の指導や、農地中間管理機構を活用した面積の拡大について支援
していく。

11
つが
る市

木造
平地
農業
地域

つが
る市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標100.0％
1 1 100.0% 1 1 100.0% 1 1 100.0% 関係機関と連携して経営の安定、発展に向けた支援を実施する。

12
つが
る市

柏
平地
農業
地域

つが
る市

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標100.0％
1 1 100.0% 1 1 100.0% 1 1 100.0% 関係機関と連携して経営の安定、発展に向けた支援を実施する。

地区計

地区計

-0 - 0 0 -
関係機関と連携しながら計画達成に向けて、収量・品質向上に結びつくような
栽培技術の指導や、農地中間管理機構を活用した面積の拡大について支援
していく。

地区計

地区計

-- -- --1 1 100.0 0- -

地区計

必須項目100％
選択目標100％

事業関連取組目標　－
2 2 100.0

地区計

必須目標100％
選択目標100％

事業関連取組目標100％
1 1 100.0%

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

五所
川原
市

平地
農業
地域

五所
川原
北

五所
川原
市

9

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

五戸
町

平地
農業
地域

倉石
地区

五戸
町

8 - - 2 2 100.0%

地区計

1 --- -- -1 100.0% --
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ウ　有機ＪＡＳ
認証面積の拡大

ア　生産・加
工・販売の一体

化

イ　異分野の事
業者との連携

都道府県の評価

評価所見

経営体 農業支援サービス事業体

１年度目の達成状況
（評価報告）

①付加価値額の
拡大

②農産物の価値
向上

③単位面積当た
り収量の増加

④経営コストの
縮減

No
市町
村名

地区
名

農業
地域
類型

事業
実施
主体
(市町
村又
は
都道
府県
名)

事業内容

Ⅰ-1 融資主体支
援タイプ

Ⅰ-2 融資主体支
援タイプのうち先
進的農業経営確立

支援タイプ

Ⅲ 被災農業者支
援タイプ

地区の成果目標

①農作業受託面
積の拡大

②受託可能な農
作業の種類

⑤経営面積の拡
大

⑥労働時間の短
縮

⑦経営管理の高度化 ⑧他産業との連携

ア　農業経営の
法人化

イ　青色申告の
実施

13
中泊
町

内潟
中間
農業
地域

中泊
町

Ⅰ-1 融資
主体支援
タイプ

必須目標 －
選択目標 －

事業関連取組目標100.0％
0 0 － 0 0 － 1 1 100.0

関係機関と連携しながら気象変動に合わせた栽培技術や経営の安定
化に向けた指導を実施する。

14
おい
らせ
町

甲洋
小学
校区

平地
農業
地域

おい
らせ
町

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標0.0％
選択目標0.0％

事業関連取組目標100.0％
1 0 0.0% 1 0 0.0% 1 1 100.0% - - - - - -

　事業関連取組目標の「経営面積の拡大」については、１年度目に達
成済みであるが、必須目標の「付加価値額の拡大」、選択目標の「単
位面積当たり収量の増加」については、達成状況がマイナスで現況値
を下回っており、今後、目標達成に向けて関係機関等と連携して中小
企業診断士等の専門家による重点指導を支援していく。

15
おい
らせ
町

木ノ
下小
学校
区

平地
農業
地域

おい
らせ
町

Ⅰ-1 融資主
体支援タイ

プ

必須目標100.0％
選択目標100.0％

事業関連取組目標100.0％
1 1 100.0% 1 1 100.0% 1 1 100.0% - - - - - - - -

　必須目標の「付加価値額の拡大」、選択目標の「単位面積当たり収
量の増加」、事業関連取組目標の「経営面積の拡大」の３つの成果目
標全てについて、１年度目に達成することができた。今後も地域の中
心経営体として更なる経営改善に向けて関係機関等と連携して取組
を支援していく。

地区計

地区計

地区計

合　　計


